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【1】 「情報共有システム RevSIGN」を操作する前に

RevSIGNでは、お申し込み後、受注者の代表者 1名様を案件に登録いたします。
ご利用開始後、こちらの代表者に発注者・受注者の各担当者を案件に追加・招待する作業を行っていた
だきます。
受注者の代表者に追加・招待された担当者は、RevSIGNをご利用いただけるようになります。
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【1】 「情報共有システム RevSIGN」を操作する前に

① メンバー登録、ログイン

案件に追加・招待された担当者は、RevSIGNをご利用いただけるようになります。

「システムの招待」もしくは「案件参加者登録のお知らせ」のメールが届きます。
それぞれ、内容をご確認ください。

RevSIGNをはじめて利用する場合

RevSIGNをはじめてご利用いただく担当者には、システムの招待メールが届きます。
メールのご案内に沿って、メンバー登録の手続きを行っていただきます。

メールに記載されているURLのリンクをクリックします。
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【1】 「情報共有システム RevSIGN」を操作する前に

「名前（フリガナ）」、「パス
ワード」、「確認パスワード」
を入力します。

※パスワードは、「半角大文字
＋半角小文字＋数字＋記号を含
む10文字以上」で設定してくだ
さい。

利用規約を確認後、「利用規約
に同意する」にチェックをつけ
て「サインアップ」をクリック
します。

RevSIGNにログインします。
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【1】 「情報共有システム RevSIGN」を操作する前に

過去にRevSIGNを利用したことがある場合

これまでにRevSIGNをご利用いただいたことがある担当者には、案件参加者登録のお知らせメール
が届きます。
既に、RevSIGNをご利用いただくためのメンバー登録の手続きは完了していますので、そのままロ
グインしてご利用いただけます。

RevSIGNのログイン画面が表示されます。
「メールアドレス」と「パスワード」を入力して、ログインします。

メールに記載されているURLのリンクをクリックします。
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【2】 「情報共有システム RevSIGN」の画面構成

① TOP画面

RevSIGNにログインすると、TOP画面が表示されます。
TOP画面では、自分宛にきている依頼や通知の一覧、自分が担当している案件の一覧を確認することが
できます。

依頼一覧…

通知一覧…

案件一覧…

自分宛にきている依頼の一覧が表示されます。
処理が終わっていない依頼には「未処理」、処理が完了した依頼には「処理済
み」のフラグが表示されます。
各依頼をクリックすると、該当の内容を表示することができます。

自分宛にきている通知の一覧が表示されます。
確認前の通知には「未読」のフラグが表示され、確認すると消えます。
各通知をクリックすると、該当の内容を表示することができます。

自分が担当している案件の一覧が表示されます。
各案件をクリックすると、該当の案件が選択され、ホーム画面を表示すること
ができます。
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【2】 「情報共有システム RevSIGN」の画面構成

② ホーム画面

TOP画面の「案件一覧」から案件を選択すると、ホーム画面が表示されます。
ホーム画面では、選択中の案件で自分宛にきている依頼や通知の一覧を確認することができます。

依頼一覧…

通知一覧…

選択中の案件で、自分宛にきている依頼の一覧が表示されます。
処理が終わっていない依頼には「未処理」、処理が完了した依頼には「処理済
み」のフラグが表示されます。
各依頼をクリックすると、該当の内容を表示することができます。

選択中の案件で、自分宛にきている通知の一覧が表示されます。
確認前の通知には「未読」のフラグが表示され、確認すると消えます。
各通知をクリックすると、該当の内容を表示することができます。
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【2】 「情報共有システム RevSIGN」の画面構成

TOP画面に戻る場合

TOP画面に戻る場合は、左上の 、もしくは をクリックします。

③ 案件の選択

案件の選択は、以下の操作で行います。

TOP画面 から選択する場合

「案件一覧」から、該当の案件をクリックします。

※検索機能で、案件名や案件番号から検索することも可能です。

TOP画面以外 から選択する場合

左上に現在選択中の案件が表示されます。「▼」から案件の切り替えを行ってください。

※検索機能で、案件名や案件番号から検索することも可能です。
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【3】 「情報共有システム RevSIGN」の操作

① 発議書類の作成、ワークフローの設定、ワークフローの開始

工事書類（工事打合せ簿、材料確認書、段階確認書、確認・立会依頼書、工事履行報告書 等）を作成
し、ワークフローを回します。

「発議書類」から、作成する書類の様式を選択し、「作成」をクリックします。

書類の作成画面が表示されます。
書類の件名や、様式の雛型に沿って必要な箇所を入力します。
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【3】 「情報共有システム RevSIGN」の操作

添付ファイルを登録する場合は、書類の作成画面の一番下にある「ファイル登録」をクリックします。

添付ファイルの作成画面が表示
されます。
添付するファイルをドラッグす
るか、クリックしてファイルを
選択してから「開く」をクリッ
クします。



12

【3】 「情報共有システム RevSIGN」の操作

添付ファイルが登録されます。

ワークフロー（承認順序）の設定を行います。
「ワークフローの作成」をクリックします。
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【3】 「情報共有システム RevSIGN」の操作

ワークフロー作成で、ワークフローに設定する担当者を追加します。
各項目の「追加」をクリックします。

画面右側に、案件に配置されている担当者の一覧が表示されます。
ワークフローに追加する担当者の「選択」をクリックします。
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【3】 「情報共有システム RevSIGN」の操作

ワークフローに担当者が追加されます。
「発注者確認」、「発議」、「中間確認」、「最終承認」、「最終承認後確認」の各項目で、ワークフ
ローに入れる担当者の設定を行ってください。

※「発議」と「最終承認」の項目は必須で設定する必要があります。
「発議」は発注者側の発議者、「最終承認」は受注者側の最終承認者を設定してください。

※ 「発議」と「最終承認」の項目以外は、該当の担当者がいない場合は設定不要です。
必要に応じて設定してください。

「ワークフロー作成」の各項目で追加する担当者について

発注者確認 ：発議する前に確認を行う発注者側の担当者を設定します。

発議 ：発議を行う発注者側の担当者を設定します。

中間確認 ：発議後に確認を行う担当者を設定します。受注者側、発注
者側のどちらの担当者でも設定が可能です。

最終承認 ：受注者側の最終承認者を設定します。

最終承認後確認 ：受注者側の最終承認後、さらにワークフローを回して確認
を行う場合に設定します。受注者側、発注者側のどちらの担当者でも設定が可
能です。
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【3】 「情報共有システム RevSIGN」の操作

それぞれの設定が完了したら、画面一番下にある「作成」をクリックします。

ワークフローの設定を行うと、書類の作成画面に印鑑欄が表示されます。
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【3】 「情報共有システム RevSIGN」の操作

書類の入力、添付ファイルの設定、ワークフローの設定が完了したら、画面一番下にある「作成」をク
リックします。

受注者が職位を兼任する場合のワークフローの設定

現場代理人と監理技術者（主任技術者）など、受注者が職位を兼任する場合は、以下のようにワー
クフローを設定してください。

「中間確認」と「最終承認」を兼任の担当者に設定し、職位を変更します。

中間確認 ・・・ 監理技術者（主任技術者）
最終承認 ・・・ 現場代理人
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【3】 「情報共有システム RevSIGN」の操作

書類を印刷する場合

書類を印刷する場合は、書類の作成・編集画面で一番下にある「プレビュー」、もしくは書類を保
存後に画面右上に表示される「プレビュー」をクリックします。

発議書類のプレビューから、印刷を行います。

＜書類の作成・編集 画面＞

＜書類保存後の画面＞
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【3】 「情報共有システム RevSIGN」の操作

ワークフローを開始して、承認作業を行います。
画面右のワークフロー欄にある「ワークフロー開始」をクリックします。

ワークフローを開始したことを発議書類
のコメントに残したい場合は、コメント
欄に入力します。

また、ワークフローを開始したことを
メールでお知らせする場合は、「メール
通知」にチェックをつけます。

※発議書類のコメントやメールでのお知
らせが不要な場合は、コメント欄の入力、
「メール通知」のチェックは不要です。

「開始」をクリックします。
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【3】 「情報共有システム RevSIGN」の操作

送信するメールの内容を確認します。

タイトルや本文は、追記や修正が可能です。
メールを送信する相手は、ワークフローの次の担当者が設定されています。
「宛先」をクリックして、他の担当者を追加することも可能です。

内容を確認後、「送信」をクリックします。

ワークフローの開始を行う担当者が承認順序の一番始めに設定されている場合、「ワークフロー開始」
と同時に承認作業も行われます。
承認作業が行われると、書類の印鑑欄に押印されます。
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【3】 「情報共有システム RevSIGN」の操作

画面左の様式のツリー表示をクリックすると、書類の一覧に戻ります。
作成した各書類のワークフローの状態が表示されますので、承認作業を行った担当者、次の承認者 等、
書類の承認状況をご確認いただけます。

「引戻」をする場合

承認作業後、次の担当者が書類を確認する前であれば、引き戻しをして承認（押印）を取り消すこ
とができます。
引き戻しを行うと、書類の編集や添付ファイルの差し替え等を再度行うことが可能です。

※ワークフローの次の担当者が編集や承認作業を行った書類は、引き戻しができません。
次の担当者に差し戻しを行っていただくようご依頼ください。

書類の一覧から、引き戻しを行う書類を選択します。
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【3】 「情報共有システム RevSIGN」の操作

画面右のワークフロー欄にある「引戻」をクリックします。

「引戻」をクリックします。



22

【3】 「情報共有システム RevSIGN」の操作

承認（押印）が取り消され、「編集」から書類の編集や添付ファイルの差し替え等が行えるように
なります。

画面右のワークフロー欄にある「承認」をクリックして、再度ワークフローを回してください。

書類の編集後、画面一番下にある「更新」をクリックします。
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【3】 「情報共有システム RevSIGN」の操作

② 発議書類の承認

承認順序が回ってきた工事書類（工事打合せ簿、材料確認書、段階確認書、確認・立会依頼書、工事履
行報告書 等）を承認します。

「発議書類」を開き、書類の一覧からご自身に承認順序が回ってきている書類を選択します。

ご自身に承認順序が回ってきている書類の開き方

ご自身に承認順序が回ってきている書類は他にも、TOP画面やホーム画面の「依頼一覧」、発議書
類確認依頼の通知メールから開くことができます。

＜TOP 画面＞
依頼一覧で「未処理」になっている依頼を選択すると、該当書類を直接開くことができます。
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【3】 「情報共有システム RevSIGN」の操作

書類の内容を確認します。
書類の編集を行う場合は、画面右上の「編集」をクリックします。

＜ホーム 画面＞
依頼一覧で「未処理」になっている依頼を選択すると、該当書類を直接開くことができます。

＜発議書類確認依頼の通知メール＞
メールに記載されているURLをクリックしてログインすると、該当書類を直接開くことができます。
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【3】 「情報共有システム RevSIGN」の操作

書類の内容や添付ファイルの差し替え等、書類の編集を行います。
編集後、画面一番下にある「更新」をクリックします。

書類を承認して、次の担当者にワークフローを回します。
画面右のワークフロー欄にある「承認」をクリックします。
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【3】 「情報共有システム RevSIGN」の操作

書類を承認したことを発議書類のコメン
トに残したい場合は、コメント欄に入力
します。

また、書類を承認したことをメールでお
知らせする場合は、「メール通知」に
チェックをつけます。

※発議書類のコメントやメールでのお知
らせが不要な場合は、コメント欄の入力、
「メール通知」のチェックは不要です。

「承認」をクリックします。

送信するメールの内容を確認します。

タイトルや本文は、追記や修正が可能です。
メールを送信する相手は、ワークフローの次の担当者が設定されています。
「宛先」をクリックして、他の担当者を追加することも可能です。

内容を確認後、「送信」をクリックします。
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【3】 「情報共有システム RevSIGN」の操作

書類が承認されます。
承認作業が行われると、書類の印鑑欄に押印されます。

画面左の様式のツリー表示をクリックして、書類の一覧に戻ります。
承認作業を行った担当者、次の承認者 等、書類の承認状況をご確認いただけます。

※差し戻しをされた書類も、同様の手順で承認することが可能です。



28

【3】 「情報共有システム RevSIGN」の操作

「引戻」をする場合

承認作業後、次の担当者が書類を確認する前であれば、引き戻しをして承認（押印）を取り消すこ
とができます。
引き戻しを行うと、書類の編集や添付ファイルの差し替え等を再度行うことが可能です。

※ワークフローの次の担当者が編集や承認作業を行った書類は、引き戻しができません。
次の担当者に差し戻しを行っていただくようご依頼ください。

画面右のワークフロー欄にある「引戻」をクリックします。

「引戻」をクリックします。
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【3】 「情報共有システム RevSIGN」の操作

承認（押印）が取り消され、「編集」から書類の編集や添付ファイルの差し替え等が行えるように
なります。
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【3】 「情報共有システム RevSIGN」の操作

「保留」にする場合

ご自身に承認順序が回ってきていることは分かっていても詳細を確認したい等、すぐに承認が行え
ない場合は、承認状況を保留に設定することができます。

画面右のワークフロー欄にある「保留」をクリックします。

「保留」をクリックします

※書類を保留にしたことをメー
ルでお知らせすることも可能で
す。
コメント欄にコメントを入力し、
「メール通知」にチェックをつ
けてください。
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【3】 「情報共有システム RevSIGN」の操作

保留にすると、画面右のワークフロー欄で担当者名が黄色く縁取りされます。

保留の状態を解除する場合は、画面右のワークフロー欄にある「承認」をクリックして、ワークフ
ローを回してください。

画面左の様式のツリー表示をクリックして、書類の一覧に戻ります。
ワークフローに「保留」と表示されます。
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【3】 「情報共有システム RevSIGN」の操作

「差戻」をする場合

差し戻しには、「修正依頼」と「ここまで差戻」の2種類の方法があります。

＜修正依頼＞
差し戻しをする担当者のみ承認（押印）を取り消し、再度承認を行っていただきます。
間の担当者の承認（押印）を保持した状態で、差し戻しが可能です。

画面右のワークフロー欄で、差し戻し先の現場代理人 静岡 一朗の「 ︙ 」をクリックし、「修正
依頼」を選択します。

【例】
下記のワークフローで、監督員 埼玉 三朗から、現場代理人 静岡 一朗に「修正依頼」で差し戻
しを行います。

差し戻し



33

【3】 「情報共有システム RevSIGN」の操作

送信するメールの内容を確認し、「送信」をクリックします。

差し戻しをしたことを発議書類のコメン
トに残したい場合は、コメント欄に入力
します。

また、差し戻しをしたことをメールでお
知らせする場合は、「メール通知」に
チェックをつけます。

※発議書類のコメントやメールでのお知
らせが不要な場合は、コメント欄の入力、
「メール通知」のチェックは不要です。

「修正依頼」をクリックします。
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【3】 「情報共有システム RevSIGN」の操作

現場代理人 静岡 一朗に差し戻しされます。
間の担当者の承認（押印）状態を保持したまま差し戻しが行えるので、監督員 栃木 士朗が再度承
認を行う必要はありません。

画面左の様式のツリー表示をクリックして、書類の一覧に戻ります。
ワークフローは、現場代理人 静岡 一朗に「差戻」と表示されます。
監督員 栃木 士朗の承認はそのまま保持されます。
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【3】 「情報共有システム RevSIGN」の操作

＜ここまで差戻＞
差し戻し先までの全担当者の承認（押印）を取り消し、再度承認を行っていただきます。
間の担当者も再度承認を行う必要があります。

画面右のワークフロー欄で、現場代理人 静岡 一朗の「 ︙ 」をクリックし、「ここまで差戻」を
選択します。

【例】
下記のワークフローで、監督員 埼玉 三朗から、現場代理人 静岡 一朗に「ここまで差戻」で差
し戻しを行います。

差し戻し
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【3】 「情報共有システム RevSIGN」の操作

送信するメールの内容を確認し、「送信」をクリックします。

差し戻しをしたことを発議書類のコメン
トに残したい場合は、コメント欄に入力
します。

また、差し戻しをしたことをメールでお
知らせする場合は、「メール通知」に
チェックをつけます。

※発議書類のコメントやメールでのお知
らせが不要な場合は、コメント欄の入力、
「メール通知」のチェックは不要です。

「差戻」をクリックします。
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【3】 「情報共有システム RevSIGN」の操作

現場代理人 静岡 一朗に差し戻しされます。
差し戻し先までの全担当者の承認（押印）が取り消されますので、監督員 栃木 士朗も再度承認を
行う必要があります。

画面左の様式のツリー表示をクリックして、書類の一覧に戻ります。
ワークフローは、現場代理人 静岡 一朗に「差戻」と表示されます。
監督員 栃木 士朗の承認も取り消されます。
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【3】 「情報共有システム RevSIGN」の操作

「代理承認」をする場合

発注者側であれば、他の担当者の承認を代わりに行うことができます。
ワークフローに含まれていない担当者でも、代理で承認が可能です。

画面右のワークフロー欄で、代わりに承認を行う監督員 栃木 士朗の「 ︙ 」をクリックし、「代
理承認」を選択します。

【例】
下記のワークフローで、監督員 埼玉 三朗が、監督員 栃木 士朗の承認を代わりに行います。

代理承認
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【3】 「情報共有システム RevSIGN」の操作

送信するメールの内容を確認し、「送信」をクリックします。

代理承認をしたことを発議書類のコメン
トに残したい場合は、コメント欄に入力
します。

また、代理承認をしたことをメールでお
知らせする場合は、「メール通知」に
チェックをつけます。

※発議書類のコメントやメールでのお知
らせが不要な場合は、コメント欄の入力、
「メール通知」のチェックは不要です。

「代理承認」をクリックします。



40

【3】 「情報共有システム RevSIGN」の操作

監督員 栃木 士朗の承認作業が代理で行われ、印鑑欄に押印されます。
ワークフローは、次の担当者の主任監督員 千葉 次朗に回ります。

画面左の様式のツリー表示をクリックして、書類の一覧に戻ります。
ワークフローは、監督員 栃木 士朗に「確認」と表示されます。
承認順序も、次の担当者の主任監督員 千葉 次朗に移ります。
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【3】 「情報共有システム RevSIGN」の操作

③ 共有書類の登録

設計図書や図面、数量計算書などの電子化したデータを登録し、関係者で共有することができます。
また、発議書類で作成した書類、関連資料のファイル管理などにご利用いただけます。

※発議書類の最終承認が完了した書類は、自動で共有書類に保存されます。

「共有書類」を選択します。

共有書類では、「工事フォルダ」と「発議書類フォルダ」の2種類のフォルダが初期で用意されていま
す。

＜工事フォルダ＞
工事フォルダは、「工事施工中における受発注者間の情報共有システム機能要件」で定められている
フォルダ構成でファイルの登録や管理を行うことができます。
また、フォルダを追加したり、削除することも可能です。
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【3】 「情報共有システム RevSIGN」の操作

＜発議書類フォルダ＞
発議書類フォルダは、「発議書類」の最終承認が完了した書類が、自動でPDFに変換されて保存されま
す。
「読み取り専用」のフォルダのため、ファイルの登録やフォルダの作成、削除はできません。

また、ルートフォルダにフォルダを追加して、ファイルの登録や管理を行うことも可能です。
「ルートフォルダ作成」から、追加ができます。
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【3】 「情報共有システム RevSIGN」の操作

ファイルの登録を行います。
ファイルの登録を行うフォルダを選択し、「登録」をクリックします。

※フォルダを追加する場合は、フォルダを選択し、「フォルダ作成」から追加が可能です。

書類の作成画面が表示されます。
登録するファイルをドラッグす
るか、クリックしてファイルを
選択してから「開く」をクリッ
クします。

ファイルが登録されます。
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【3】 「情報共有システム RevSIGN」の操作

登録したファイルに添付ファイルを追加する場合

登録したファイルに、添付ファイルを追加することも可能です。

登録したファイルを選択すると、画面右に書類詳細が表示されます。
添付ファイルの「登録」をクリックします。

添付書類の作成画面が表示されます。
添付するファイルをドラッグするか、
クリックしてファイルを選択してから
「開く」をクリックします。
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【3】 「情報共有システム RevSIGN」の操作

添付ファイルが追加されます。
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【3】 「情報共有システム RevSIGN」の操作

④ スケジュールの登録

スケジュールを登録・管理することができます。

スケジュールは、TOP画面からご自身に関わる全体のスケジュールを確認する方法と、ホーム画面から
案件を選択して案件に関わるスケジュールを確認する方法の2種類の確認方法があります。

ログインユーザーご自身のスケジュールと、ご自身が参加している案件のスケジュールが表示されます。
ご自身に関わる全体のスケジュールを確認することができます。

＜TOP画面から確認する方法＞
TOP画面から、右上の「スケジュール」を選択します。

ご自身のスケジュール

ご自身が参加している案件のスケジュール
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【3】 「情報共有システム RevSIGN」の操作

＜ホーム画面で案件を選択してから確認する方法＞
ホーム画面で案件を選択し、「スケジュール」を選択します。

選択中の案件のスケジュールと、案件の参加者のスケジュールが表示されます。
選択中の案件に関わるスケジュールを確認することができます。

選択中の案件のスケジュール

案件の参加者のスケジュール
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【3】 「情報共有システム RevSIGN」の操作

スケジュールの登録を行います。
スケジュール登録を行う欄をクリックすると、画面右にスケジュールの作成が表示されます。

スケジュールの作成欄で、「日時」や「タイトル」等
必要な箇所を入力し、画面一番右下の「登録」をク
リックします。

※「必須」マークのついている項目は必須入力です。



49

【3】 「情報共有システム RevSIGN」の操作

スケジュールが登録されます。
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【3】 「情報共有システム RevSIGN」の操作

⑤ 掲示板の作成

掲示板を利用して連絡事項を関係者で共有することで、発注者からの注意喚起の共有、工事における連
絡事項の共有が迅速に行えます。

掲示板は、TOP画面からご自身に関連する全ての掲示板を確認する方法と、ホーム画面から案件を選択
して案件に関連する掲示板を確認する方法の2種類の確認方法があります。

ご自身が参加している全ての案件の掲示板が表示されます。
ご自身に関連する全ての掲示板を確認することができます。

＜TOP画面から確認する方法＞
TOP画面から、右上の「掲示板」を選択します。
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【3】 「情報共有システム RevSIGN」の操作

＜ホーム画面で案件を選択してから確認する方法＞
ホーム画面で案件を選択し、「掲示板」を選択します。

選択中の案件に関わる掲示板が表示されます。
案件に関連する掲示板を確認することができます。
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【3】 「情報共有システム RevSIGN」の操作

掲示板に記事を投稿します。

初期値では、「業務連絡」という掲示板が用意されています。
「業務連絡」に記事を投稿する場合は、「業務連絡」の掲示板を選択した状態で、「投稿」をクリック
します。

記事を投稿する掲示板を新たに作成する場合は、「掲示板の作成」をクリックします。
※今回は、新たに掲示板を作成して記事を投稿します。

掲示板の新規作成で、「掲示板名」、「公開範囲」、「コメント機能」を全て設定し、「作成」をク
リックします。
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【3】 「情報共有システム RevSIGN」の操作

掲示板が作成されます。
記事を投稿する掲示板を選択し、「投稿」をクリックします。

記事の投稿で、 「タイトル」や「本文」等 必要な箇所を入力し、画面一番右下の「投稿」をクリック
します。

※「必須」マークのついている項目は必須入力です。
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【3】 「情報共有システム RevSIGN」の操作

掲示板に記事が投稿されます。
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【3】 「情報共有システム RevSIGN」の操作

⑥ 電子納品データの作成

電子納品用のデータを作成します。
電子納品支援ソフトに取り込む場合にご利用ください。

「共有書類」から「電子納品出力」を選択し、「作成」をクリックします。

電子納品データ作成前の注意点

電子納品の対象となる書類は、「発議書類」にて最終承認が完了した書類になります。

最終承認者の承認がされていない書類は、電子納品用のデータとして出力ができません。

電子納品データの作成前に、書類の承認状況をご確認ください。
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【3】 「情報共有システム RevSIGN」の操作

「電子納品出力データの作成」が表示されます。
「基本情報」と「電子納品書類」を確認します。

「 」が表示されている項目は、電子納品の情報でエラーが出ている項目です。
エラーが出ている場合は、修正を行います。

基本情報のエラーを修正します。
「 ︙ 」をクリックし、「編集」を選択します。
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【3】 「情報共有システム RevSIGN」の操作

基本情報で、「必須」マークのついている未入力の項目を入力します。
また、入力されている内容がエラーになっている項目も修正します。
入力や修正が完了したら、「更新」をクリックします。

電子納品書類のエラーを修正します。
エラーの出ている書類を選択します。
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【3】 「情報共有システム RevSIGN」の操作

画面右の書類詳細で、「 」の表示されている項目の「 ︙ 」をクリックし、「編集」を選択します。

電子納品書類情報で、 「必須」マークのついている未入力の項目の入力、入力されている内容がエ
ラーになっている項目の修正を行います。
入力や修正が完了したら、「更新」をクリックします。
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【3】 「情報共有システム RevSIGN」の操作

修正完了後、キーボードの「F5」キーを押すと画面が更新され、エラー表示が消えます。
「作成」をクリックします。

出力が開始されます。
出力対象のデータ量により、時間がかかることがございます。
「再表示」をクリックすると、画面が更新されます。

「出力しています」の表示からファイル名に変わると、ダウンロードが可能です。
「 ︙ 」をクリックし、「ダウンロード」を選択します。
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【3】 「情報共有システム RevSIGN」の操作

任意のフォルダに保存します。

ZIP形式でダウンロードされるので、解凍してご利用ください。
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【3】 「情報共有システム RevSIGN」の操作

⑦ 検査用データの作成

検査用のデータを作成します。
検査用のデータ以外に、インターネットが繋がらない環境下での閲覧やデータのバックアップ等にも
ご利用いただけます。

「共有書類」から「オフライン参照出力」を選択し、「作成」をクリックします。

出力するフォルダにチェックを
つけ、「作成」をクリックしま
す。
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【3】 「情報共有システム RevSIGN」の操作

出力が開始されます。
出力対象のデータ量により、時間がかかることがございます。
「再表示」をクリックすると、画面が更新されます。

「出力しています。」の表示からファイル名に変わると、ダウンロードが可能です。
「 ︙ 」をクリックし、「ダウンロード」を選択します。

任意のフォルダに保存します。

ZIP形式でダウンロードされるので、解凍してご利用ください。

※発議書類でも、同様に「オフライン参照出力」をご利用いただけます。
「発議書類」から「オフライン参照出力」を選択し、「作成」をクリックしてください。
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■ご注意

（1）本書の内容およびプログラムの一部、または全部を当社に無断で転載、複製する事は禁止されております。

（2）本書およびプログラムに関して将来予告なしに変更する事があります。

（3）プログラムの機能向上、または本書の作成環境によって、本書の内容と実際の画面・操作が異なってしまう

可能性があります。この場合には、実際の画面・操作を優先させていただきます。

（4）本書の内容について万全を期して作成しましたが、万一ご不審な点・誤り・記載漏れなどお気付きの事がご

ざいましたら、当社までご連絡ください。

（5）本書の印刷例および画面上の会社名・数値などは、実在のものとは一切関係ございません。

■正式名称・商標および著作権について

Microsoft、Windows は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における商標または登録商標です。

Adobe、Acrobat は Adobe Systems Incorporated（アドビシステムズ社）の商標または登録商標です。

その他の社名および製品名は、それぞれの会社の商標または登録商標です。
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